
 
 

編 集 後 記 
 
 

4年ぶりにセンター機関誌の編集後記を記すにあたって，これまでのバックナンバーを見直してみまし

た．あらためて，この数年間の教職員の入れ替わりの激しさを実感するとともに，大学の内情も含めた世

の中の趨勢，それに呼応するかのごとくに当センターも変化を続けているという事実を読みとることができ

ました．平成20年度における人の入れ替わりについては，平成20年9月をもって主任技術職員の青木茂

氏が退出，そして，平成21年3月をもって，分析センターの頃から，非常に長い間科学分析支援センター

を支えてくださった久保正雄氏が退出されました．また，事務補佐員として松村聡子さんが新たにスタッフ

に加わっております． 
この編集後記を書いております平成21年度は，政権の交代劇に伴って補正予算の執行などに振り回

されている感がありますが，そのような中でも固い結束にて業務を遂行できていることは，これまで科学分

析支援センターに関わった多くの方々が，粉骨砕身の努力を払って築いていただきました「礎」がいかに

堅固で素晴らしいものであるかということを示すものであります．この「礎」の上で，我々はさらに当センター

が内外に誇れるものになるために，さらなる運用の拡充に努めたいと考えております． 
末筆にて恐縮ですが，たいへんなご多忙の中，快くご寄稿いただきました執筆者の皆様方に，この場

を お借りして御礼申し上げます．また，この機関誌の構成と編集作業，著者への辛抱強い連絡（催促）

業務，印刷所との折衝にあたっては新美智久専門技術員にお世話になりました．ここにお礼申し上げま

す． 

 
(文責 畠山 晋) 
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